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「
３
１
１
」
の
悲
劇
的
天
災
に
お
い
て
、
２

３
０
億
円
と
も
い
わ
れ
る
義
捐
金
を
贈
っ
て

い
た
だ
い
た
の
が
親
日
・
台
湾
で
し
た
。
１

８
９
５
年
か
ら
太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で
の
50

年
間
、
台
湾
で
活
躍
し
た
多
く
の
日
本
人

が
、
社
会
人
と
し
て
の
素
晴
ら
し
い
お
手
本

を
見
せ
、
そ
の
姿
は
、
今
も
「
日
本
精
神
」

と
い
う
言
葉
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
お
一
人
が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ

て
、
台
湾
農
業
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
八

田
與
一（
は
っ
た
よ
い
ち
）と
い
う
技
師
で

し
た
。
彼
の
名
前
を
知
ら
な
い
台
湾
人
は
い

ま
せ
ん
。
中
学
生
向
け
の
教
科
書
で
詳
し

く
紹
介
さ
れ
る
唯
一
の
日
本
人
で
、
切
手

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
遺
徳
を
忍
び
、

記
念
公
園
に
は
毎
日
大
型
バ
ス
が
乗
り
付

け
ら
れ
ま
す
。
彼
の
最
大
の
功
績
は
、
巨

大
ダ
ム
建
設
に
よ
り
、
水
不
足
で
荒
廃
し

て
い
た
広
大
な
農
地
を
灌
漑
し
、
１
０
０

万
の
農
民
に
生
活
の
糧
を
提
供
し
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
事
業

成
果
だ
け
が
、
彼
の
人
望
を
築
い
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
見
せ

た
「
大
家
族
主
義
」
の
愛
の
経
営
が
、人
々

の
心
を
打
っ
た
の
で
す
。

　
台
湾
南
部
に
位
置
す
る
広
大
な
嘉
南
平

野
を
潤
す
烏
山
頭
ダ
ム
の
建
設
に
着
手
し

た
八
田
技
師
は
、
実
に
奇
妙
な
予
算
計
上

を
し
ま
す
。
住
宅
、病
院
、学
校
、小
売
店
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
、
屋
外
映
画
館
な

ど
、
ま
る
で
村
の
建
設
で
す
。
ダ
ム
工
事

は
長
期
に
亘
る
。
そ
の
間
、
技
術
者
や
工

事
従
事
者
が
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
の
は

可
哀
そ
う
だ
と
い
う
お
も
い
や
り
予
算
で

し
た
。
臥
龍
も
現
地
に
行
っ
て
み
ま
し
た

が
、
こ
れ
ほ
ど
巨
大
な
建
設
事
務
所
跡
地

は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
八
田
大
家

族
村
」
で
す
。

　
し
か
し
、
着
工
三
年
目
に
ピ
ン
チ
が
訪

れ
ま
す
。
関
東
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、

し
ば
ら
く
の
間
、予
算
の
大
幅
削
減
で
す
。

そ
の
噂
を
聞
き
付
け
た
幹
部
は
、
名
簿
を

持
っ
て
八
田
技
師
を
訪
ね
、「
人
員
整
理
の

噂
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
名
簿
に
あ
る
者

た
ち
は
優
秀
で
す
。
彼
ら
が
い
な
く
な
る

と
、
工
事
が
遅
れ
ま
す
。
彼
ら
は
、
是
非
、

残
し
て
く
だ
さ
い
」。
じ
っ
と
名
簿
を
見
た

八
田
技
師
、「
分
か
っ
た
。彼
ら
は
ク
ビ
だ
」。

幹
部
た
ち
、
慌
て
て
「
い
え
、
彼
ら
は
残

し
て
欲
し
い
人
材
で
す
！
」。
八
田
技
師
曰

く
「
彼
ら
は
優
秀
故
、

ク
ビ
に
し
て
も
直
ぐ
に

仕
事
が
見
つ
か
る
だ
ろ

う
。
で
は
他
の
者
は
ど

う
か
？
直
ぐ
に
仕
事
が

見
つ
か
る
か
？
家
族
を
養
え
る
か
？
」

　
こ
の
人
員
整
理
を
聞
い
た
職
員
・
職
人

の
反
応
で
す
。
ク
ビ
に
な
る
者
は
、「
喜
ん

で
ク
ビ
に
な
り
ま
す
！
」、
残
さ
れ
た
者

は
、「
彼
ら
の
分
も
死
ぬ
気
に
な
っ
て
働
き

ま
す
！
」、
人
員
整
理
後
、
更
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
く
な
る
と
い
う
稀
な
ケ
ー
ス

で
す
。
予
算
が
戻
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
解

雇
に
な
っ
た
職
員
が
、
喜
々
と
し
て
「
八

田
大
家
族
」
戻
っ
て
き
ま
す
。
10
年
後
に

完
成
し
た
ダ
ム
は
、
水
路
延
長
１
６
０
０

０
キ
ロ
、
羽
田
と
那
覇
を
五
往
復
す
る
距

離
、
出
現
し
た
農
地
は
東
京
の
山
の
手
線

内
二
個
分
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
ダ
ム
完

成
後
も
、
八
田
技
師
は
、
台
湾
の
発
展
に

尽
く
し
抜
き
ま
す
が
、
太
平
洋
戦
争
の
終

盤
に
悲
劇
が
起
こ
り
ま
す
。
１
９
４
２
年

５
月
８
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
農
業
指
導
に

向
か
う
途
中
、
ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
に
撃

沈
さ
れ
ま
す
が
、
奇
跡
的
に
遺
体
は
上
が

り
、
ダ
ム
の
ほ
と
り
に
埋
葬
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
１
９
４
５
年
の
終
戦
。
多
く
の

日
本
人
が
引
き
揚
げ
る
中
、
奥
様
で
あ
る

外
代
樹（
と
よ
き
）夫
人
は
、
９
月
１
日
ま

で
残
り
、
ダ
ム
に
身
を
投
げ
ら
れ
ま
す
。

遺
書
に
は
、「
主
人
が
台
湾
の
方
々
の
命
の

糧
と
思
っ
て
遺
し
た
ダ
ム
が
、
永
久
に
台

湾
の
方
々
の
お
役
に
立
つ
よ
う
、
我
が
身

を
捧
げ
ま
す
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
９
月
１
日
と
は
、

ダ
ム
の
着
工
日
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
遺

書
を
読
ん
だ
地
元
の
方
々
は
号
泣
し
、
與

一
技
師
の
隣
に
埋
葬
し
ま
す
。
今
で
も
毎

年
５
月
８
日
に
は
、
台
湾
の
方
々
に
よ
っ

て
、
ご
夫
妻
の
慰
霊
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

八
田
與
一
技
師
の

大
家
族
主
義
経
営
に
学
ぶ

APRA（エープラ）議長＆
一般社団法人「志授業」推進協議会・理事長
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